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　　　　　　　　　（一）
　地球上に農耕が始まり，様ざまな経験が積み重
さねられ，工夫がこらされ，知識が集積され，し
だいに農業に関する学問らしいものが，形成され
るようになつて来た。一方農業は，土地面の拡が
りの上に展開されるものであるから，当然土地の
’もつ性質に制約される。その性質が土地によって
異なり，不均質であるため，地球上には様ざまな
作物が栽培され，家畜が飼育される。作物により
家畜により，その好む土地の性質，あるいは適す
る土地が同一でないから，土地のもつ性質と作物，
家畜の好むところが合致すると，そこに特有の農
業が成立することになる。こうなると，所によっ
て違った，農業に関する学問らしいものが成立っ
ても不思議ではない。いやむしろ，そのことの方
が自然であろう。
　こうしてヨーロッパといわずアジアといわず，
いたる所に，それらしい学問ができ上って来た。
農学の歴史が解明されて来るにつれて，しだいに
そのことがはっきりして来たが，今後更に学問が
進めば，なお一層事態の推移が確かなものにされ
て行くことであろう。中国にも日本にも，古い時
代に書かれた農業に関する記述があり，農書とい
われるものがある。日本についてのみ述べれば，
農学の発達史に関する研究は一，二にとどまらな
いし，特に最近は，すぐれた研究者による業績に
　　h接する機会もある。
　このように世界中の多くの所で，農業に関する
学問らしいものが形成されては来たが，それらが
集大成され，体系付けられ，独特の方法をもった，
いわゆる独立科学としての農学は，いつどこで，
誰によってどのようにして，作り上げられて行っ
たものなのか，これだけ農学が栄えた時代になっ
ても，必ずしもはっきりしていなかったのである。
考えてみれば不思議なことであるが，本当の話で
あるから致し方がない。断わっておくが，農学の
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歴史に関する研究がなかったのではない。それは
前述した通りである。各国の農学の発達史，ある
いは農学を構成する専門分科学の発達史など，か
なりまとまった研究が出ている。それらは周知の
ことであるが，近代的独立科学としての農学とい
うものを考えると，そういうことになるといって
いるのである。
　これは農学という学問の性格による所が大きい
と思う。従来農学は，医学，工学，それに教育学
などと共に，多くの人達から，いわゆる応用科学
の部類に属させられて来た。そのこと自体学問の
の分類に関する話であるから，別にどうというこ
とではないが，応用科学とはていさいをつけた表
現で，実は科学の応用に過ぎないといっているの
だとすれば問題である。もしそうであるとすると，
本体はそれぞれの科学の方で，その発達史がとり
もなおさず農学の発達史を示す，ということにな
ってしまう。・それであるから，農学をそのような
ものと考える人達には，農学全体を一つの独立科
学として捉え、その発達史を研究するなどという
発想は浮ばないであううし，またそうした研究の
意義も認め㍗れないことであろう。
　事実今日の農学は，自然科学の分野から文化科
学の分野に至るまで，広い範囲にわたって専門的
に分化し，一つ一つの専門分科学の間に，何程の
関連があり，全体として一つの共通基盤があるの
かどうか，よく分らないといった批判がある。そ
の批判の通りであれば，独立科学としての農学は
存在しないことになり，したがって科学史として
の農学史も存在しなくなるQ農学がそのようなも
のであれぽ，農学なる呼称は便宜的なものであり，
あえてその名を用いることもない，といった見解
も成り立つことになる。それであるからこそ人に
よっては，農学をそれぞれの専門分科学に分げて，
その類にしたがって生物学，化学，物理学，ある
いは経済学，社会学，歴史学などの分野に所属さ
せればよいといった見解をもつに至る訳で，こう
した農学分解論も，実は農学が発達し，余りにも
細かに専門分化したが故に生じた，ある意味では
　　　　　　　　　　　　　，　　i　　　Pt’それなりに根拠をもつ見解といえよう。
　しかしながら，そうした見解が現われて来ると
いうことと，農学が独立科学であるということと
は，全く別なことに属する訳であって，それにも
拘らず農学は，やはり独立科学であることを，著
者は既に「農業原論」（昭和57年．養賢堂）によ
って明らかにした。この書物で著者は，農学とは
何かを問い，そして農学はかくかくの学問である
から，こうあるべきであるという積極的提言をし
ている。すなわち農学という専門科学の科学哲学
を展開しているが，その中で，農学の原点を探ろ
うとして，農学の研究対象を農業，農業生産とし，
その本質，特質を明らかにすると共に，農学の発
達過程をその前史より説き起こし，分化の展開過
程を詳細に論述している。そしてその前史を経て
独立科学としての農学が成立し，それが分化して
行く，その前史と分化の結節点に立つ偉大な人物
として，アルブレヒト・テーヤを鮮やかに浮かび
上らせたのである。
（二）
　毎日新聞社・富民協会は，雑誌「農業と経済」
の発行に当っているが，その編集部は著者に，テ
ーヤの伝記について執筆を依頼した。著者によっ
て明らかにされたテーヤの偉大さを認め，現代日
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本農業が直面する危機について真剣に考えようと
する人達に，彼が多くの教訓を与えてくれるであ
ろうことを期待したからであろう。これは編集部
の卓見で，それであるからこそ，執筆は何時から
始まり何時終ってもよろしいということになった。
編集部の期待にこたえ，同誌第58巻第1号（昭
和47年1月号）より第40巻第15号（同49年
年12月号）まで36回，5年間にわたって健筆を
ふるわれ，多くの読者に深い感銘を与えて来たが，
完結後新た｝（一一稿を加え，本著「農学の定礎者・
テーヤの生涯」が，同じく富民協会より出版され
たのである。
　先の「農学原論」でも，これは養賢堂主が直接
著者のもとに足を運び，想を練るに期限を設けず，
存分に書き込まれることを依頼し，数年にわたる
構想を経て書かれたものであり，本著と共に著者
快心の作といえるのではないか。したがって文章
はまことに力強く，しかも簡潔にして流麗，400
ページを超える全体を一一気に読ませる鮮やかさで
ある。それは本著がテーヤの伝記であり，一・一：代記
であることから来る面白さ，によるものであるか
らかも知れない。5年間にわたって雑誌に連載さ
れ，読者をして飽かしめなかった理由の一つは，
確かにそうしたことであったかも知れない。しか
し理由はそれだけではない。いやむしろ根本的に
は，内容そのものであるというべきであろう。
　本著は確かにテーヤの伝記である。しかし作家
がその想像力を働かせて描き出す人物物語ではな
い。事実の考証は厳密を極め，かって在独1年の
間に，ドイツ農業を中心にヨーロッパの農業をつ
ぶさに見，テーヤの遺跡をたずね，その上，執筆
　に当って参照した文献は，京大農経教室所蔵の原
書と，それにテーヤ協会（旧王立農業協会，、著者
は推されて会員になっている）より寄贈された文
献，資料に限った。著者はかって京大人文科学研
究所に在籍されたが，そこに残る実証史学の伝統
は，やはり深く著者に影警を与えたようで，テー
ヤの真の姿を探ろうとする意欲が，そうした態度
をとらせるようになったのであろうQ
　文献，資料を限ったといっても，しかもなおぽ
う大な量に及び，それらを丹念に調べ，事実を拾
い上げているから，日本の学界に従来知られてい
なかったような事実も明らかにされているし，さ
らにまた，ドイツにもこれだけのテーヤ伝はなか
ろうとさえいわれている。多くの文献資料に基
づき，厳密な考証を重ねた結果，むしろ内容豊か
な人物像が，極めて立体的に描き出されたからで
あろう。本著によればテーヤは，農学の定礎者で
あり哲学者であり教育学者でもあった。同時に彼
は，すぐれた農業者であり教育者であり，国家顧
問官として政治家であり，かってはまた，父の後
継者としてハノーヴァー王家の侍医でもあった。
このように巾広い人物として描き出されているが，
それに多くの事実と著者の解釈が加えられて，記
述の立体感が強められているのである。
　今本著の構成をみるに，まず第1としてテーヤ
の人となりをみ，第2に農場および農学校の経営
にっいて述べているo第3に活発な著作活動と農
学の確立について，そして第4に晩年とその最後，
それにテーヤをめぐる多くの人物が多彩に描き出
されている。一転して第5にテーヤの生い立ち，
学生時代から医者としての彼，ロマンスを伴う結
婚，そして農業への転身と，若き日の彼の，夢多
き時代が記されて，そして第6に，歴史の流れの
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中でのテーヤの役割が，ドイツの近代化のはじま
りという時代を背景に，適確に把握されている。
第7に付論として，当持のハノーヴァー国の事情
について，またテーヤを偲んでとして，ソェレの
街のこと，テーヤの遺跡のこと，テーヤ協会，テ
ーヤ・ゼミナール（高等農学校），テーヤ図書館
のことなどが述べられ，最後に彼に関する年譜，
それに彼の著書目録が付されている。
　その詳細について一いち筆者が記すよりも，直
接読者が本著について確められたい。以下にその
要点を述べて，読者の参考に供したいと思う。た
だし何分にも豊かな内容をもつ本著のことである
から，この簡単な紹介をもって正確かつ十分に，
著者の意図するところを伝え得るかどうか。筆者
自ら危惧の念を抱きながら，しかもなお，敢えて
本稿を執筆するゆえんのものは，テーヤが農学の
定礎者であり，彼を知ることは農学を知ることで
ある，と思うからである。このことを共に農学を
学ぶ人達に伝え，危機に直面しているといわれる
農学を，その原点に帰ってもう一度考えてみるよ
すがにしてもらえれば，と思っている。
（三）
　何よりも彼は，我われにとっては「農学の定礎
者」として偉大なのである。彼の著わした「合理
的農業の原理」は，まさしく農学を独立科学たら
しめたものである。当時先進農業国であったイギ
リスの輪栽方式を優れたものとし，粗放でしかも
穀作と畜産が無関係にある三圃式から，各部門間
に有機的関連をもつ輪栽式に変えようというので
ある。そのため冬穀物のあとに飼料用甜菜を，夏
穀物のあとに董科の作物，たとえばクn一バーな
どを作付げる。そうすると家畜の舎飼いがうまく
行き，それによって厩肥が得られ，畑に施こすこ
とにより地力の消耗を防ぐことができる。今やか
ましい有機農業の原型みたいなことが主張された
が，これを彼は「合理的農業の道」と考えたので
ある。
　今簡単に彼の主張を述べたが，　「合理的農業の
原理」は，もっとぽう大な内容をもつものであっ
て，耕種の各部門はもち論，畜産にも及び，まず
基礎づけに始まり，ついで経済学，それから土地
成分の学，肥料学，耕作，農器具の学，農業土木
に関するもの，牧草栽培から各種作物の性質，栽
培の学，最後に牛，豚羊，馬などの畜産につい
て論じている。しかもこれらが，雑然として記述
されているのではなく，そこには明らかに体系が
存在している。彼は農業上の知識，問題のみを純
粋にとり上げた。その点で農学の前史に登場する
家父学や官房学と異なっている。しかも農業上の
知識や問題を，経済的と技術的とを問わず，すべ
てを包括するものとして体系化しているのである。
　さらに重要なことは，彼が科学としての方法を
明示した．ことである。テーヤ自身は官房学の系譜
に属し，ベルリン大学の官房学の員外教授を勤め
たこともあるが，周知の通り官房学は，抽象的原
理を重視する余り，経験を軽視したげれども，彼
は，農業の科学はまず経験の上に立つべきである
と主張したのであるo経験は観察，実験の経過を
たどるが，観察は感性的なものであり，そうして
得られたものについて悟性的に認識する，それが
実験である。その実験によって，因果関係の有無
を検討する，とこういうのである。
　農学上の実験は，まず自然に対して質問するこ
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となのであり，実験に誤りがなく適当であれば，
自然は真実を答えてくれる。それにより植物的，
動物的生活現象について法則的なものを発見する
ことができ，さらにそれにより農業生産上行うべ
き我われの行動が明らかになる。しかし実験だけ
では自然科学との方法上の差がない訳で，農学で
重要なのは農場試験である。農場試験における試
行錯誤，逐次近似の方法により，個々の環境条件
のもとで人達がとるべき可能的最善の道を求めよ
うとした。テーヤはツェレとかメークリンで，な
かんつく後者で非常に苦労して農場の経営に当っ
たが，そこでの彼の試験的方法が，彼の農学体系
を作り上げて行ったのである。もちろん彼は，そ
うした経験の上に立ちながら，官房学の流れをく
むものらしく，一般的原理を追求したのであり，
それ故にその説くところは，「合理的農業の原理」
と名づけられているのである。
　本著にはそうした農学の定礎者テーヤが何故農
学に転身したかが，伝えられるロマンス，エピソ
ードをまじえて説かれ，ツェル，メークリンの農場
での苦心惨胆ぶりが伝えられている。そして彼が，
同時にすぐれた農業者であることを明らかにした。
彼自からその農場で，彼のいう合理的農業の道を
実践したのである。特にメークリンの農場は北風
吹きすざぶ不毛の地であり，彼自らその地を望み，
零から出発して試験を重ね，経営に従事したとい
うすさまじさで，何としても合理的農業の道を確
立しようという，執念にも似た情熱を感じない訳
には行かない。同時に，遅れていたドイソの農業
を1日も早く立派なものにしたいという，近代化
のはじまりにかかったドイツに対する，彼の烈れ
’つたる祖国愛に打たれるのは，筆者1人のことで
はあるまい。
　本著はまた，彼が哲学老であり教育学者である
ことを明らかにした。なかんつく注目すべきは，
今までレッシングの作とみられていた「人類の教
育」が，実は若き日のテーヤの労作であることの
指摘，あるいは彼の教育観がVッシングに，また
ヤコービ，ニコロヴィウスなどすぐれた人達を通
じて，かのペスタロッ．チに移し伝えられたのだと
する記述など，新知見としてその分野の学問に貢
献するに違いない。彼の農学はこうした農学の分
野以外の学問，学徒との関わり合いを背景にして
でき上ったもので，それが巾広い教養と深い洞察
力，人間，農業，国家に対する深い愛情に裏打ち
された，極めて重厚なものであることが，本著に
よって改めて知らされるのである。
　そのような彼であったればこそ，またすぐれた
教育者にもなれたのである。著者によれば，テー
ヤはまた近代的農業教育の開祖でもあるが，ツェ
ル，メークリン共に学校を開き，特に後者では本
格的な農学校を開設，これが後1819年に王立農
科大学の称号を一与えられることになる。彼はこれ
らの農学校で多くの有能な子弟を教育したが，そ
の中からドイツ農業を背負う人達が輩出L，また
偉大な学者が次つぎに育って行った。コッペ，ヴ
ルフェン，それにチューネンなどよく知られたとこ
ろである。さらにまた彼の農学校に続いて，各地
に農学校が開設されて行った。ドイツにおける農
業教育機関のさきがげをなした訳である。
　テーヤは自ら国家顧問官であり，妻は貴族の出
であったが，共に生涯野良着を脱がず，労働を通
じて独特の農業哲学を体得，その哲学に基づいて
学生の教育に当った。彼は，いかなる事態になっ
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ても，自分の「義務の履行に力を十分に発揮し得
るような大人にまで，青年を導くこと」を教育観
の基礎とした。そのためには「複雑な現実に即し
創造的にはたらく人間を作ること」であると考え
た。　それであるから「愚鈍なものが農業に従事
せよ」という見解には強く反駁した。農業者たる
職業人に必要な条件を満たさせるのが農業教育で
あると考え，そのためには，農業に対する深い愛
着を土台として科学的認識を得さしめ，さらにそ
の上で，農民たるにふさわしい性格を作らせるよ
うにしなければならない。こうした彼の農業教育
に対する考え方が，鮮やかにまた力強く説かれて
いるo
　テーヤはかくの如く巾広い教養を身につけ，す
ぐれた農学者であると同時に土まみれの農業実践
家であり，確固とした信念をもつ慈愛深い教育者
であったQそれであるからこそ博士授与50周年記
念祝賀会には，貴族も農民も職工も，多数の人達
が参集し，ゲーテからは詩が贈られたが，農民代
表の謝辞を受けるや，思わず涙を流したというこ
とである。その席で教え子である経営経済学者チ
ュー lンは「あなたの学生たちは，あなたが開拓
した科学をさらにおし進めるであろう。そしてあ
なたはあなたの学生たちの中に生きつづけるであ
ろう」と述べたが，それにつられて思わずなみい
る老若の教え子たちをみやるテーヤの姿。こうし
た感動的シーンもまた，本著の随所にえがかれで
いるのである。
（四）
　本著はけっして単純な伝記ではない。独自の史
観（「危機の歴史観」昭和45年，未来社）をもつ
著者は，テーヤの生涯を描くことによって歴史を
書き，困難な条件のもとで近代化をすすめていた
当時のドイツの，政治家や官吏，学者や農業者が，
どのようなあり方をしていたかを明らかにするこ
とによって，現代日本の農業に関して，政治家，
官吏，学者，農業者の進むべき道を示そうとして
いるようである。本著の現代的意義はまさにそこ
のところにある。
　本著のもう一つの特色は，テーヤの入間性がよ
く書かれていることである。当代一流の農学者で
あり，土まみれの農業者であり，学生と寝食を共
にする教育者であった。彼を知・情・意の調和の
よくとれた人物として描いている。それであるか
らこそ，テーヤの子供達は父のよぎ後継者になっ
たのであろう。そこのところの事情が，本著によ
ってよく理解できる。著者にとって彼は，恐らく
理想の人物なのであろう。それであるから著者は，
自ら永年抱き続けて来た農業，国家，教育，人間
の真にあるべき姿を，テーヤに託して書き尽そう
としたのであろう。そしてそれは大方成功したよ
うであるし，全体に感じられる気迫はそのせいで
あろう。本著を読む者は，著者のそうした心を酌
み取ることができる。筆者の教え子からの便りに
も，本著を読んで深い感銘を受けたこと，著者は
テーヤを通して自らの心を書こうとしているので
はないか，といったことが記されてあった。
　経済学を説き中国を説き、歴史を説き史観に及
び，政策を説いて国家に及び，農学のあり方を問
うてテーヤに至り，困難の中に生きる理想的人間
像を追求した著者に，さらに望むことは，教育と
は何かに答えていただきたいということである。
著者に残された課題はそのことであり，その成果
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の発表を待つばかりである。
　〔（財）富民協会．昭和50年5月．412ページ〕
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